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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「打撃応答音を利用した外装タイル剥離診断法」と題し，高精度，高効率でかつ汎用的に利用できる
タイル剥離診断装置の開発および剥離診断法の提示を目的としたもので，以下の 6 章より構成されている。 
第 1 章「序論」では，代表的な外装仕上げの一つであるタイル張り仕上げが経年等により剥離や剥落に至る問

題を取り上げ，適切な剥離診断が重要であること，建築基準法において全面打診等による調査結果の定期報告が
義務づけられていること，検査員による打音検査では個人差が生じる場合があることなどの背景について述べて
いる。また，既往の研究を概観したうえで，より高精度，高効率で，明確な判定基準をもとに診断できる剥離診
断方法および装置の必要性について述べ，本研究の目的，範囲および本論文の構成を示している。 
第 2 章「打撃応答音による剥離判定の有効性に関する基礎的検討」では，検討の第一段階として，タイル種類，

張付け材料，剥離界面，剥離深さを変化させた模擬剥離試験体を作製し，熟達した検査員および既存の剥離診断
装置により模擬剥離試験体の剥離診断を実施している。これらの診断結果から，同じ試験体であっても検査員に
よって剥離判定範囲に差異が生じること，装置を利用する上では明確な判定基準が必要で装置の判定精度に改善
の余地があること，などの課題を確認している。また，高速連続打撃が可能な打撃機構とマイクを併せ持つ装置
を試作し，模擬剥離試験体を打撃した際の打撃応答音を収録した結果から，剥離診断装置開発のための基礎的知
見として，打撃応答音波形の第一波の振幅値をもとに剥離判定が可能であることを確認している。 
第 3 章「タイル剥離診断装置の設計・試作および剥離判定パラメータに関する検討」では，より実用的で安定

した剥離判定を可能とするために，第 2 章の知見および既往の研究をもとに新たな剥離診断装置を設計・試作し
た結果について述べている。装置には，打撃応答音振幅値を補正することを意図して打撃力測定機構が備えられ
ている。また，剥離境界近傍における検出漏れを回避することを意図して打撃点を中心に 4 方向均等に 4 個のマ
イクが配置されている。装置によって収録される打撃力波形および打撃応答音波形から抽出する基本パラメータ
として，最大打撃力 F および第一波最大振幅 A を定義している。これらの測定値の較正手法として，標準試験体
Q160 の中央を打撃した際の最大打撃力および第一波最大振幅を基準として，相対打撃力 Fr および相対最大振幅
Arを算出する手法を提示している。また，打撃力によらず一定の値が得られる剥離判定パラメータとして，Frお
よび Ar から算出される相対振幅評価値 RAF を提示している。さらに，標準試験体 Q160 の中心線上における試験
を実施し，RAF の大きさは打撃点だけではなくマイク位置の影響も受けることを確認し，マイクを 4 つ配置する
ことの有効性を検証している。 
第 4 章「模擬剥離試験体を用いたタイル剥離診断装置の有効性の検証」では，第 2 章の模擬剥離試験体に剥離

深さおよび剥離面積の条件を変えた試験体を追加し，これらの模擬剥離試験体を試験対象として，第 3 章で考案
したタイル剥離診断装置および剥離判定パラメータを用いた実測を行い，装置および剥離判定パラメータの有効
性について考察している。4 つのマイクの RAFの最大値を RAF-max と定義し，RAF-max によって各剥離部および
健全部における算定結果の分布傾向を把握した上で RAF-max のしきい値を設定し，剥離判定結果を試験体図中に
表示して既知の剥離範囲と比較した結果，剥離深さの浅い試験体では剥離境界近傍まで的確に剥離判定が可能で
あること，剥離深さの深い試験体では剥離境界近傍において剥離判定がしにくくなるものの剥離の存在を比較的
明確に把握できること，剥離面積の非常に小さいタイル裏面での剥離も剥離判定できることを確認している。 
第 5 章「剥離範囲および剥離深さ推定方法の提示」では，まず，剥離判定された打撃点の点群を自動的に剥離

範囲として区画する手法を提案している。判定結果をもとに等高線を作成し，それを用いて剥離範囲を区画する
「ワイヤフレーム等高線法」によって，概ね既知の模擬剥離境界線に沿った剥離境界を推定できることを示して
いる。また，改修方法の選定に有用な情報として，剥離範囲ごとに剥離深さを推定する方法を提案しており，
RAF-max の上位 3％の平均値 RAF-max3 をもとに，剥離深さを推定できる可能性を示している。 
第 6 章「結論」では，本研究で得られた成果を総括して述べている。 
以上を要するに，本論文は，実用性や精度を考慮した新たなタイル剥離診断装置を開発し，打撃応答音を利用

したタイル剥離診断法を提案したものであり，工学および工業の発展に貢献するところが大きい。したがって，

本論文は博士（工学）の学位論文として十分に価値のあるものと認められる。 
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